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問い合わせ

住宅建築課　建築係　〒528-8502 水口町水口6053番地　
☎６５‐０７２５／ ６３‐４６０１／ koka10405000＠city.koka.lg.jp

募 集

平成２８年度　みなくち子どもの森
「こいもクラブ」参加者募集

所 �みなくち子どもの森　体験農場
時 �4月～12月に10回（4/17、5/15、

6/5、7/10、8/7、9/4、9/25、�
10/2、11/13、12/11の9時～12時）

内 �米作りと餅つき、さといも等の
栽培と収穫、里山の竹を使った
工作など四季を通じた自然体験

定 �20人（原則として毎回参加の方。
定員超の場合は家族ごとに抽選）

対 �小学生～大人（小学生は保護者同伴。
小学生未満の同伴はご遠慮ください）

￥�通信費として家族で年820円�
材料費等は必要に応じて集金

方 �ハガキに「こいもクラブ参加希
望」と明記し、参加者全員の氏名、
年齢、住所、電話番号を記入の
上、下記まで

〆 �4月1日（金）必着
問 �申 �〒528－0051　�
甲賀市水口町北内貴10� �
みなくち子どもの森自然館
☎６３−６７１２／ ６３−０４６６

問 �申 �草津年金事務所
☎０７７−５６７−１３８３（予約専用）

０７７−５６２−９６３８（予約専用）
問 �保険年金課

☎６５−０６８８／ ６３−４６１８
※市役所での予約受付は行ってお
りません。

お知らせ

相 談
税理士による税務相談

時 �３月９日（水）�
１３時３０分～１６時３０分� �
（受付１６時まで）

所 �水口納税協会　３階　会議室
定 �予約制で先着６人（１人約３０分）
￥�無料
他 �要申込
問 �申 �水口納税協会

☎６２−１１５１／ ６３−０１７３

１日年金相談
　１日年金相談所の平成２８年度上
半期の開設日は次のとおりです。
時 �４月１４日（木）、５月１２日（木）、�
６月�９日（木）、７月１４日（木）、� �
８月１０日（水）、９月�８日（木）

所 �水口社会福祉センター�
２階�中会議室

※予約制につき、事前に草津年
金事務所へ申し込みをお願い
します。予約後、受付票（ハガ
キ）が送付されますので日時・
持ち物等ご確認ください。

広報
・掲載料　
　１号１枠 25,000円／月 ※長期割有
・発行部数　34,200部
　※詳細は市ホームページまで

広告主募集

　市では、ホームページを民間事業者
等の広告媒体として活用し、財源として
役立てるため、バナー広告の掲載希望
者を募集します。
　詳しくは市ホームページ
　（http://www.city.koka.lg.jp/）

甲賀市ホームページ
バナー広告募集

問・申 広報課
☎65-0675 ／ 63-4619

平成２8年度

　市内に存する住宅や建築物の耐震化を進めるために、現在の「甲賀市既
存建築物耐震改修促進計画」を見直し、改訂案を作成しましたので、その
内容を公表し、市民の皆さんからのご意見を募集しています。
◦募集期間／２月１９日（金）から３月１９日（土）まで
◦意見を提出できる方
　◦市内に在住・在勤・在学の方
　◦市内に事業所を有する個人および法人、その他の団体
◦意見の提出方法／住所、氏名、電話番号（市外在住で市内勤務の方は勤務
先、市内在学の方は学校名）、意見のあるページ番号を明記の上、閲覧場
所へ直接提出していただくか、郵送、ＦＡＸ、Ｅメールにて提出してください。

◦公表場所／市ホームページ、住宅建築課、旧支所である土山、甲賀大原、
甲南第一、信楽地域市民センターでの閲覧

「甲賀市既存建築物
耐震改修促進計画」（案）

皆さんの意見を
お寄せください

問い合わせ

甲賀市都市農村交流推進協議会（農業振興課内）　☎６5‐0711 ／ ６３‐4592

忍者の里 田舎体験こうかで
　市では、主に都市部中学校の教育旅行（野外活動や修学旅行）を対象に、甲賀市の自然や人々の温かさを
体感していただくため、民泊による受け入れを実施しています。

田舎暮らし体験が目的

民泊の受け入れ家庭を募集
　５月から６月にかけて、関東地域から４校、神戸市から２校の中学生
約１０００人が、甲賀市を訪れる予定で、ご協力いただける家庭を募集
しています。

◦各ご家庭に３～４人の生徒を受け入れていただきます。
◦�特別なことをする必要はありません。共同調理や田舎暮らし体験
を通して交流することが目的です。

受け入れ家庭募集

　事前研修会の開催を予定しています。興味をお持ちの方は、お気軽にお問い合わせください。

▲野菜の収穫をする生徒たち
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（表）甲賀市における年齢別死亡原因（2007～2011累計）
� 出典：人口動態統計より

死因順位 1位 2位 3位
全年齢 悪性新生物 心疾患 肺炎
10歳代 不慮の事故 自殺 その他
20歳代 自殺 悪性新生物・心疾患
30歳代 自殺・悪性新生物 不慮の事故
40歳代 悪性新生物 自殺 心疾患
50歳代 悪性新生物 心疾患 自殺

60歳代 悪性新生物 心疾患 自殺
脳血管疾患

※悪性新生物：がんや肉腫などの悪性腫瘍
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甲賀警察署水口石橋交番が
開所します

　城南交番が下図のとおり移転
し、水口石橋交番として、3月
5日（土）より業務を開始します。
なお、電話番号はこれまでと同
じ☎６２-９０９６です。

水口中部
コミュニティセンター

水口
高校

水口
中央
公民館

城南交番

水口石橋交番

水口城南駅

水口石橋駅

近江
鉄道
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